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2025年 8月期第１四半期決算 補足資料（質疑応答集） 
 
この質疑応答集は、2025 年 1 月 15 日(水)に行われた 2025 年 8 月期第１四半期決算発表
に関して、投資家の皆様よりいただいた主なご質問と回答をまとめたものです。ご理解を賜
ることを目的として一部内容・表現の加筆・修正を行なっております。 
 
  



Q 01 

増資等により財務状況は改善している模様ですが、投資についての今後の考え方について
お聞かせください？ 
 

A 01 

当期において、現預金が 24億円、純資産が 20億円を超え、純資産比率は 17.3%（24年８
月末)から 34.0%（24年 11月末時点)に向上しており、財務状況は改善しております。M&A
も前向きに検討しておりますので、ご期待いただきたいと思います。 
 

Q 02 

GPU サーバー事業では、暗号資産評価益が生じているが、事業損益は赤字に見えます。ど
のように考えていますか？ 
 

A 02 

GPUサーバー事業につきまして、9月、10月は毎年季節的要因から売上が落ちるものと捉
えており、今期もその通りに推移しました。11 月以降は、トランプ大統領当選の影響から
ビットコイン相場が跳ね上がったこと、12 月に節税目的の需要が増えたことから売上は回
復しており、第２四半期以降の数字に反映される見込みです。 
 

Q 03 

2025年 8月期の業績予想の見直しを行わない理由について教えてください。 
 

A 03 

AI ソリューション事業については、当初の想定に沿って業績は推移しております。GPUサ
ーバー事業においては、第 1 四半期のマシンの販売が第 2 四半期以降にずれ込んだことも
あり、売上高、利益ともに進捗率は低位推移していますが、第 2四半期に盛り返す想定でお
ります。第 1 四半期の経常利益が大きくプラスに振れたのは、暗号資産評価益によるもの
で、こちらの年度業績への織り込みは、保守的に捉えております。これらを踏まえ、当第１
四半期時点では業績予想の修正を行わないことといたしました。 
なお、今後の業績の見込みについても、開示すべき事象が発生次第速やかに開示を行います。 



Q 04 

株価の下落トレンドが続いておりますが、株価対策についてどのような考えかコメントい
ただけますと幸いです。また、トランプ大統領就任は御社にどのような影響を与えるかコメ
ントいただけますでしょうか？ 
 

A 04 

株価対策としては良い IRを積極的に出していきたいと考えております。他社との事業連携
の取り組みなども含めてリリースしていく所存です。トランプ大統領就任については、暗号
資産関連のビジネスに好影響を与える施策が出るのではないかと、ポジティブに捉えてい
ます。 
 

Q 05 

AI ソリューション事業のサブセグメントについて改めて教えてください。 
 

A 05 

当社では、2024年 8月期第４四半期より、事業セグメントを見直しております。詳しくは
「2025年8月期第１四半期決算説明資料」の20,21ページをご参照いただきたいのですが、
従前にあった SI 部門や AI 関連のシステム開発事業を AI ソリューション事業のサブセグメ
ントである「AIインテグレーション」に、AI を用いた自社サービス事業を「AI プロダクト」
に、BEXの自動車設計事業を「エンジニアリング」に位置付けています。 
また、ゼロフィールド社の事業は別途、「GPUサーバー事業」と位置付けております。 
 

Q 06 

AI インテグレーション事業では、生成 AI 関連でどのような受注がありましたか。 
 

A 06 

生成 AI 関連では、月額固定である AI ラボ契約と要件定義が確定している AI 請負案件の両
方が安定的に受注拡大しております。案件としては、大手企業様の ToC 向け製品の問い合
わせ対応に AIを組み込みたいということで、RAG（検索拡張生成）の技術を使った AI を開
発し提供したり、カタログ作成支援 AIや AI OCRの提供など、幅広く対応しております。 



Q 07 

第１四半期は本社移転費用が営業利益を圧迫していますが、第２四半期以降はそれがなく
なるという理解でよいですか。 
 

A 07 

その通りです。第１四半期で本社移転費用を 24百万円計上しておりますが、第２四半期は
移転関連費用が 4百万円程度に落ち着くので、販管費が抑制される予想です。 
 

Q 08 

資金調達もされたので余力は出てきたのかなと思うのですが、引き続きM&Aは積極的に行
っていくお考えでしょうか。 
 

A 08 

はい。実際の案件が手元にはある状態で検討を進めています。 
  



【参考資料】 
 
2025年８月期 第１四半期決算説明資料 
 
営業外収益（暗号資産評価益）及び繰延税金資産の計上に関するお知らせ 
 
トリプルアイズ 2025年８月期第１四半期決算説明会の模様を動画配信 
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